令和5年8月23日
令和５年8月　地域密着型サービス運営推進会議　　議事録
報告者：浅間
１．開催日時：令和5年8月23日（水）　9：30～10：00
２．開催場所：松寿園　別館　地域交流スペース
３．参加者：・鹿嶋市介護長寿課　江波様・飯島（地域包括支援ｾﾝﾀｰ）・藤石（居宅介護支援
ｾﾝﾀｰ）・松本（松寿園別館　館長）・小原（本館　生活相談員）・浅間（本館事務）
欠席者：佐々木様（武井区長）・ご利用者及びそのご家族
※新型コロナウイルス感染予防のため少人数での開催とする。

４．議題
１）・２）運営状況報告及び活動状況報告

①各事業所より報告を行う（別紙配布資料参照）
　≪報告概要≫

イ．特別養護老人ホーム松寿園

　　　　　　　　　　　　　（１）運営状況報告（令和5年8月23日現在）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
・男性平均年齢：84歳（前回　81.5）　女性平均年齢86.9歳（前回　86.8）　　
総平均：86.3歳（前回　85.6）
　　　　　　　　　　　　  ・平均介護度：3.82（前回　3.78）
　　　　　　　　　　　　　　　・入退所の状況
　　　　　　　　　　　　　　　　７月２７日：多床室入居者（男性）が長期入院のため退所
　　　　　　　　　　　　　　　　８月７日：多床室へユニット型個室より入居（男性）

・職員状況報告（令和5年8月23日現在）
職員実人員：13人　　常勤換算後人数：12.1人
・面会の状況については、現在はアクリル板を使用した対面での面会と、オンライ
ンによるご面会を実施。
（２）活動状況報告
≪全体行事≫七夕、流しそうめん　≪ユニット行事≫　かき氷
ロ．サテライト松寿園　和　

（１）運営状況報告　　（令和5年8月23日現在）
・男性平均年齢83.2歳　女性平均年齢87.8歳　総平均87.0歳
・平均介護度：3.9
・職員状況報告　（令和5年8月23日現在）
職員実人数：18人　　常勤換算後人数：16.3人　　
（２）活動状況報告
・行事について
七夕まつり、ピアノ演奏等。家族参加の納涼祭を予定していたが新型コロナウ
ィルス感染症の影響により延期。代替として施設内でかき氷イベント等を予定

　七夕行事、おやつ作り、ピアノ演奏
家族参加の納涼祭を予定していたが新型コロナウィルス感染症の影響により
延期。代替として施設内でかき氷イベント等を実施予定
・その他
新型コロナウイルスの感染者や濃厚接触者が職員に出ているため、抗原検査
やゾーニングで対応している。
ハ．グループホーム　まつのいえ　

（１）運営状況報告（令和5年8月23日現在）
・男性平均年齢：89.6歳　女性平均年齢86.7歳　総平均87.2歳
・平均介護度：2.1
・８月１９日：１名の方が退所となる。
・職員状況報告（令和5年6月28日現在）
職員実人数：14人　　常勤換算後人数：11.4人
（２）活動状況報告
・行事について
七夕まつり、ピアノ演奏等。家族参加の納涼祭を予定していたが新型コロナウ
ィルス感染症の影響により延期。代替として施設内でかき氷イベント等を予定
・畑活動として、キュウリ、ナス、トマトをお客様と共に収穫。浅漬作りもお客様と
一緒に行っている。
（3）その他
新型コロナウィルス感染症については、職員が感染したことによる休みや、職員
の家族が感染したことによる休みが発生している。
②質疑
　イ．飯島（地域包括支援ｾﾝﾀｰ）
・グループホームが１名欠員になっているが、その後の予定は？また、行事につい
て、グループホームの入居者は動ける方が多いので、行事内容をサテライトと同じ
でなくても良いのではないか？
　ロ．松本（松寿園　別館　館長）
・待機者が５名程度いるので調整中。行事については、ご指摘の通り入居されてい
るお客様の身体状況が違うので、今後はそれぞれに合った行事を企画していく。
　　　　　　　　　 　　ハ．江波様（鹿嶋市介護長寿課）
・面会をアクリル板の使用やオンラインで行っているが、家族から遠方から来たの
に短時間では等の不満は無いか？
　　　　　　　　　　　　ニ．小原様（本館　生活相談員）
・家族から居室を見たい等の要望があるので、iPadを活用して対応している。
　　　　　　　　　　　　ホ．松本（松寿園　別館　館長）
・面会については、要望があれば施設の敷地内の散歩等で対応している。５月か
ら５類へ移行となったが、施設の対応は今までと変わらないため、ウィルスに対する
認識に差がある。また、今月に家族同伴での納涼祭を企画していたが、感染症の
影響で延期となった。
　　　　　　　　　　　　ヘ．江波様（鹿嶋市介護長寿課）
・他の運営推進会に出席した際にも、面会対応についての話題が出るので、他の
施設の対応方法等も情報共有して参考にした方が良いと思う。
ト．飯島様（地域包括支援ｾﾝﾀｰ）
・他の施設も同様に面会の対応方法に悩んでいるようである。
チ．小原様（本館　生活相談員）
・現在、家族へ定期のアンケートを行っており、面会等の項目もあるので、結果を
お知らせします。また、鹿行地区の施設ケアマネージャーの会議でも面会対応が
話題になった。施設内に新型コロナウィルスが入ってしまうと、施設内が大変な状
況になりお客様も職員も疲弊してしまうので、対応方法については施設よって対応
がまちまちになっている。
特養本体では、納涼祭ではなく、秋祭りを企画する予定である。

　　　　　　　　　　　　その他の質疑は特に無し。　
　　　　　　　　　　　３）助言・要望等、４）その他
　イ．松本（松寿園　別館　館長）
・新型コロナウィルスの影響が勤務に大きく影響してきている。濃厚接触で家族が
順番に陽性になり、２５日間の自宅待機になったケースもある。また、陽性になって
１０日間過ぎても職場復帰できないこともある。嘱託医と相談し対応している。

　ロ．藤石（松寿園居宅介護支援センター）
・新型コロナウィルスについては、施設内に入ってしまった時の大変さが分かるの
で、お客様やご家族へ注意喚起している。
居宅支援事業所としての課題として、施設入所時の保証人がある。最近は、身寄り
が無い方が増えてきており、施設利用時の保証人がいないことが課題である。
ハ．小原様（本館　生活相談員）
・施設入所では、もし亡くなられた時にその後の対応をしてくれる人がいるかが大
事になってくる。
　　　　　　　　　　　　ニ．江波様（鹿嶋市介護長寿課）
・誰も身寄りがいないケースは実際には少ないと思う。調べていくと誰かしらの身寄
りは出てくると思う。身寄りがいないというよりは、関われる方がいないケースが多い
のではないか。
　ホ．藤石（松寿園居宅介護支援センター）
・都会から転入してくる方は特に身寄りが無い方が多い。
ヘ．小原様（本館　生活相談員）
・身寄りのない方については、潜在的に埋もれている親族がいるかもしれないと思
う。また、鹿嶋市や鉾田市は近隣にどのような方が住んでいるか分からない地域が
多く、特に、他から転居してきた場合は近隣との交流が希薄になっている。今後
は、身寄りのない方への対応についての課題が増えてくると思うので市全体の課
題として、対応できる仕組みの構築が期待される。
特に質疑は特に無く、10：00閉会となる。
　　　　　　　　　　　　　以上
